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彗言曇撃る今年はサポート事業が主流
今年のテーマは「出あいを創るま

ちJです。されいなまち、学校が楽

しいまち、人にやさしいまち、楽 し

いまち、若者が燃えるまち、 1,民 と

企業が共生するまち、国際的なまち

づくりを進めるために、学校、企業、

地域の支援を行います。

多くの市民の出あいや新しい発見、

新しい挑戦などの機会を共に創 り出

していきます。

今年度の主な事業は次の通りです。

市民の:舌動を支援する事業として

広報マンの実カアップを図る「広報

マン研修会 中級編」の開催ゃ、公

民館やコミセンなど各地域での活動

を紹介 し、百年塾が地域の中に広ま

子どもたちの夢とアイディアいつばいの公園づくり

し合った結果 どうやら自■■謹派   't終矢がまとめ
',れ

 五日 市当局

の rど も案に落ち着きそうです     の11助 を

`]な

がら工事が始まるとの

つてゆくようにつとめます.

また学校への百年塾の積極的な民

間として ,仮 rT'ス クールボランテ

イア組織 1市民教授による●業の 'フ

ンポイントサポー ト,づ くりを検討

しています.

企Xや 企業人|=対 しては、ガイド

ブ ノクを作成し百年塾のPRを した

り 働 く人たちの百年塾の支援につ

とめます。

まちづ くり出前講座 も

百年塾の市役所内委員会では 行

政の担当者が地域に足を運メ生涯学

習出前講座の開設を梼 すしています.

本田晨インタヒコー

日立市長 飯山利雄

時代の流れにそつた

まちづくり

― 今年は百年摯発足 10年 の節日

の年で '舌 動のあり方などを振 り返

る良い機会と考えます.

飯山 企画、実践にあたつては 多

画的な見方や考え方をすることが人

切と思います.活動過rIで 生する個

人差を 認め合いながら進む寛容き

が必要です.し かし 日標を外すこ

となく他力本颯にならないようしが

■ 楽しく活Fl」 できることを噺つて

います

― 百1141を 支えるボランテ イアに

― 拠点施設についてのお考え|ま … ‐

飯山 百年塾の市民主体の取組みは

県内の生涯学習の望ましい姿 として

モデル的役割を果たしてきたと思い

ます.こ れを県Jヒ ■ l■ 学習センター

のスター ト時点のコンセブ トとなる

よう知恵を出して1ま しいと思います .

また、 日記念図書館の 一部に移転

する0年塾サロンを、自分たちの根

城として 人いに利
'I'さ

れることを

望みます.

―-21世 紀に向かつての構想をお

聞かせください。

飯山 時代の流れに即lLし て世界観

や価値観を変えることも必要です .

日々の生活では■いに支え/1い と

連携を深める歩みが大切になつてき

ます。

日立市を多様性をもつた魅力ある

都市として、生き生きとしたまちづ

くりを進める必要があります.

交うモンシロチヨウを見て愛らしい

と思いつつも、青虫が増えるのが,しヽ

配になったりもします。「人間だけ

の都合のよいようヽ
=な

らないのが自

然、そこがまたすばらしさでもあり

ます。」と柏木さん。

そうした自然に対する心を、だれ

もが子どものころから大切にしてゆ

きたいものです。
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野菜のできは二の次

市民農園

市民農口で野菜づ くりを始めてか

ら6年 の柏木さん夫妻.以前から白

然が好きで登山などをしていました

が、定年退職の記念t[登 ったニユー

ジーランドの山の美しさには動。自

然に親し0生 i舌 をより大●jに してい

ます。

野菜づ くりは、見よう見まねなの

で 失敗 したり、他の人の畑より茂

長が一歩遅れていることもよくある

そうです。

野菜のでき具合よりも土に触れる

喜びや 同りの畑の人から作 り方を

教わったり 支柱のシノ竹を分けて

もらった0 いろいろな人との出あ

いが何よりも楽しみです。畑を飛び

政授が授業のお手伝い

自然の中でこんな出あい
市内のさまざまな仲間づ くりやIL

あいを紹介していきます。今回は自

然の中での出あいを取り上げました。

水遊びできる公園づ くりに

子 どもとおとなが共同作業

公日の汚れた池をされいにして

水遊びができるようにしようと 子

どもとおとな力
'ア

イデアを出し合う

「ワークシヨンプ|が行われました。

「修理 tじ ゆい 公同を考えるワー

タショップJに 集まったのは、塙山

学|`の 15人の小学 6年生と、コミ

ュニティ PTA Fど も会育成会

の役員など8人 のおとなたち,

`‐
のワークシヨップには、公私立

耽 占僣募見?ξ:tilC架 指

れる原因は、池に落ちたごみや落ち

葉などが簡単に除去できないこと。

これまでのおとなの話合いでは、池

の底をコンクリー トにして、水深を

浅くすればよい、という考え方が有

力でした。これに対 して子どもたち

からは 池の半分を現在のまま残 し

て「魚やオタマジヤクンが住めるよ

うにした方がいいJと の意見が出ま

した。子どもとおとな力{ワ イワイ話

|し部地区市民教授ネットワーク

遊楽フェスタ

北部地区のいろいろな特技や経験を

持つた市民教授が集うフェステイバ

ルです。

と き ,月 12日 正午～午御 時

7月 13日 午前 10時 ～午後3時

ところ 日高公民館

また、橋を架ける 芝スキーがで

きるスロープをつ くる、木11タ ーザ

ンロープやハンモ ノクを吊る など

の楽しい案もたくさんでました

これらを手どもたちが絵に描いて

ことです.

小公国の改良をめぐうて地域の手

どもとおとな力̀
出

合う――それは「地

域の教育力Jの確かな芽生えでもあ

ります .

野菜との対話も楽 しく

日立市ては市民生活全般にわたる生涯学習を f百年塾燿勁Jと して週めています.

平成 9年度定期総会が 4月 25日
のに行われ、1舌 動テーマや事業、 F
算が審議されました。
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自然の中でこんな出あい (2)
還暦野球でチ ャレンジ

日立球友会

60藪  還嬌と,え ばスポーツの

世界ではとっくに第一線からjllく 年

齢であるが、その理嬌を入会贅格と

している野球チームがあります。こ

の日立球友会のメンバーは38人
毎週火 木 日の 3日 間 午前中グ

ランドで汗を流しています。

茨城県に 6チ ーム、全国では数百

チームが野球を通 して「出あい」を

楽しんでいます ,

今年度は、 10月 の第 1 2 01ttfll

大会の県代表を目指 して盤隷留中

川下 りの醍醐味

カヌー愛好者

「カメーで初めて珈,,可  を下 ,た

Iliの 感Jl.は 今でもまれられない :贅

こ突つ込む時のスリルと来り切った

時の安堵

`は
じ地よい :と .rFる 人坪

さん

川 ドつの後や練

“

のたはたきソくを

].広
報 研 修 会 初 級

。
中 級 情 座

P目 i・

…… … … … … … … … … …… … … … … … … …… … J

講 座 案 内   1民 教f

過去の第 5回 全Iヽ 大会で い優勝、カ

6同 大会で

'3位
という■かしい戦

いもあり li成 7年 にはスホー ノ振

興に尽くしたことで え部人fに 表影

を受けました、

過去は練翌するグランドがなくHi

内を転々としてヽヽましたが  ヽヽまは

企来のljまで神1筆 グランドで落ち着

いて練習ができるとのこと、

楽しみは 好きな野球ち』して旅

`F、

カラオケなどで新 しい「||あ い」

ができること また01司 大会には、

奥さんもtご |た に

'`'つ
け家族ぐるみ

の「出あい」の場 :こ もなつていると

のことでした

た
'、

と交換 したり 園芸品種を育て

ながら,占 報交換をすのめ]Jlr会 ですJ

と会長の 卜| さん。

とにかくriム が好きな人たちの集

まりで 会11は 88人  ,Ofヽのオ:

い人たちや 家庭の奥さん方も多く

夫婦会員もア組いるとか  「ペ ツト

に大を飼うのとおなし、まるで家族

です。毎朝起きると庭に出て、 r!分

の育てている山野■にあいさつする

ことから一ロカ
'始

まりますJと のこ

年4い の展覧会の他に旅行も大き

な行事となっています。チャリテ ィ

を行い売上金を寄付するなど福祉に

も目を向けています。

川下りを終えてホットひと息

無理をしなけ
'tは

ある程度の年代

まで続け
',れ

るカメー:よ 、自然との

つきイ)い かたを教えてくオtま す

自然好きの集まり

日立山野草同好会

1野 ■は山町に自然に植生する卓

花の綸称ですが、11,,か ら勝手に採

ってきて楽し0わ けにはいきません:

「
[」 彙の |か ら,iっ てきても、 イ1:宅

地の庭でまます●たない.自 然のも

のは,こ で楽しなたけだから い1,1の

全
国
大
会
め
ざ
し
て

「1ん ての,両, さまざまな職業のフ、

とのHlあ tヽ と な′tな が持ちよる山

け・・ 珍味 もまたおいしく 夏場のキ

ャンフでは満天の■の下で飲み明か

し:「 り合う楽しさも畜別とのこと、

また、カヌーを通 して他のクラブ

の人との交流 も楽 しさを倍増させて

くれます 「もっと早くカスーを始  11ギ 1[=藷 [;`商 ;ま :I∫ふ1めていオ■Jlよ かった」と30代半ば  1薯ふ:If者雰え:t肴 :jお『 え
ちで関わってみたい、大変有意識な
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百年塾に関するご意見や
33号 Jの お問合せなど、
サロンまでお寄せ ください

● 24-7744

|ひ ろば

[,年 ■

展覧会で自慢の山野草を披露

らしう卜働k天あ ごい
…
私源 づジ手7ラス

~1

体験談に 参加者も共感

阪神淡路大地震なとでクローズア

ププされてきているボランティアの

輪をし:け るための フォーラム「働

く人のつとい 私のボランティア」
を開催しました。

働きながらボランテイア活動をし

ている男女 4人の発言者から、それ

ぞれの活動の喜びや苦労体験など身

母に木 rり    ぁぁ人この人
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りました.

これを機に Ii年塾企業酬,会では

働きなからボランテ ィア活動に参力,

する人が増えるよう さら|=情 報lt

苦労もあるけど楽 しいですよ

事な塩りゃさしさを遭ぶ人
[iよ影捲I」まi驚謂セfi

日こ電鉄の路線バスを運転する|:   佐藤さんが運転するパスの中 lこ はい

藤栄さんは、とでもすできな方です    つも温かな空気が流れています。

長い問バスを利用lし 続けている私    .し、の豊かさが失われかけている今
は 今まで何度となくF藤 さんのた   の世1の 中で、こうした日常のさりげ

転するパスに乗り合わせてきました    なtあ .れ あいがいかに必要とき
'tて安全で

「
寧な運転はもちろんのこと    きてぃるかを1,認識させられる思い

お年寄 りや小さい子、4k道 を帰る女   です 佐熊さん とうかこれからも

性など 来客の一人 人にかけるこ   やさしさを通び競 すてください
.

とばやしづかぃに ■来意識を超え         7,名 坂町 ■i写 秀 FI

日立市ては市民生活全般にわたる生遷学口を「百年蟄澤勁Jと して進めています。


